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◆
調
査
の
方
法
◆�

　
調
査
は
、
国
（
総
務
省
統
計
局
）
―
都
道

府
県
―
市
区
町
村
―
国
勢
調
査
指
導
員
―
国

勢
調
査
員
―
世
帯
の
流
れ
で
行
い
ま
す
。�

　
9
月
下
旬
か
ら
、
国
勢
調
査
員
が
各
世
帯

を
訪
問
し
て
調
査
票
を
配
布
し
、
世
帯
で
調

査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
10
月
上

旬
ま
で
の
間
に
国
勢
調
査
員
が
集
め
る
と
い

う
方
法
で
行
い
ま
す
。�

◆
申
告
義
務
と
守
秘
義
務
に
つ
い
て
◆�

　
調
査
対
象
者
に
は
調
査
票
へ
の
記
入
・
提

出
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。
正
し
い
統
計
を
得

る
た
め
に
は
、
正
確
に
答
え
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、「
統
計
法
」

及
び
「
国
勢
調
査
令
」
に
お
い
て
、
申
告
義

務
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
法
律
は
、
調
査
関
係
者
が
調
査
票
に
記
入

さ
れ
た
内
容
を
ほ
か
に
漏
ら
し
た
り
、
調
査

票
を
統
計
作
成
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ

と
も
同
時
に
固
く
禁
じ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

安
心
し
て
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。�

◆
結
果
の
公
表
と
利
用
に
つ
い
て
◆�

　
今
年
の
12
月
に
人
口
・
世
帯
数
の
速
報
結

果
が
公
表
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
つ
い
て

は
、
平
成
18
年
6
月
以
降
、
順
次
公
表
さ
れ

ま
す
。�

平成１７年１０月１日（土）�
9月下旬から調査員がおうかがいいたします。�

国勢調査�

110月１日、国勢調査を実施！�

調 査 結 果 は、さまざま な 行 政 施 策 に 反 映 さ れ ま す の で、�

～国勢調査でみる白石市の移り変わり～�

皆様のご協力をお願いします｡�

　総務省では、今年10月１日現在で、全国一斉に平成17年国勢調査を実施します。�
　国勢調査は、日本に住んでいるすべての人を対象として、我が国の人口・世帯の
実態を明らかにすることを目的に、５年ごとに実施されている大規模な統計調査です。�
調査結果は、国や都道府県、市町村の行政施策の基礎資料として、少子高齢社会へ
の取り組みやまちづくりなどに生かされます。�

10月１日、国勢調査を実施！�10月１日、国勢調査を実施！�

平成12年国勢調査白石市人口ピラミッド�白石市男女別人口の推移�

白石市の産業構造の推移�

総数 40,793人�
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平
成
17
年
国
勢
調
査
で
は
、
次
の
事

項
が
調
査
さ
れ
ま
す
。�

①
世
帯
に
つ
い
て�

　「
世
帯
員
の
数
」「
住
居
の
種
類
」「
住

宅
の
建
て
方
」
な
ど�

②
世
帯
員
に
つ
い
て�

　「
男
女
の
別
」「
出
生
の
年
月
」「
就

業
状
態
」「
通
勤
・
通
学
地
」
な
ど�

知っておこう!知っておこう!

国勢調査に関するお問い合わせは企画情報課（022－1324）まで�
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��

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
健
康
で
快
適
な
生

活
を
支
え
る
重
要
な
施
設
で
す
。
特
に
、
経

済
活
動
の
進
展
や
生
活
様
式
の
向
上
に
よ
っ

て
水
の
需
要
量
は
増
え
続
け
て
お
り
、
こ
う

し
て
使
わ
れ
た
水
を
そ
の
ま
ま
川
や
海
へ
流

す
こ
と
は
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
お
び
や

か
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
川
、
海
な
ど
自
然
界
の
「
水
の
循
環
」
の

中
で
、
私
た
ち
が
使
っ
て
汚
し
た
水
を
き
れ

い
に
し
て
、
再
び
自
然
に
戻
す
下
水
道
の
役

割
は
非
常
に
大
き
い
と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
、

も
う
一
つ
の
大
き
な
役
割
で
あ
る
「
雨
水
の

排
除
」
を
念
頭
に
し
て
、
大
雨
の
降
る
台
風

シ
ー
ズ
ン
に
あ
た
る
9
月
に
「
下
水
道
の
日
」

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。�

��

　
白
石
市
の
公
共
下
水
道
が
昭
和
63
年
に
供

用
開
始
し
て
以
来
、
皆
さ
ま
の
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
た
汚
水
は
、
宅
内
の
汚
水
マ
ス
よ
り

公
共
下
水
道
へ
流
れ
込
み
、
道
路
の
下
な
ど

に
埋
め
ら
れ
た
下
水
管
を
通
っ
て
岩
沼
市
に

あ
る
県
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ
て
い

ま
す
。�

　
処
理
場
の
中
で
は
、
バ
ク
テ
リ
ア
な
ど
微

生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
、
汚
れ
た
水
は
ま
た

き
れ
い
に
な
り
、
海
へ
と
放
流
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
沈
殿
池
で
し
ず
め
ら
れ
た
汚
泥
も
、

ム
ダ
に
し
な
い
よ
う
肥
料
な
ど
資
源
と
し
て

再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。�

��

●
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙
、
特
に

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
生
理
用
品
な
ど
は

水
に
溶
け
ま
せ
ん
の
で
、
排
水
管
の
詰
ま
り

や
中
継
ポ
ン
プ
、
処
理
場
の
機
器
の
故
障
を

引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。�

●
台
所
か
ら
出
る
野
菜
く
ず
や
残
飯
、
天
ぷ

ら
油
な
ど
は
、
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。�

●
塩
酸
な
ど
の
強
酸
や
ク
レ
ゾ
ー
ル
な
ど
の

薬
、
防
腐
剤
、
殺
虫
剤
、
農
薬
類
な
ど
は
、

排
水
管
や
処
理
場
の
機
器
の
腐
食
の
原
因
や
、

微
生
物
の
死
滅
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
絶

対
に
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

●
最
近
、
頻
繁
に
各
家
庭
を
訪
問
し
宅
地
内

の
下
水
管
や
マ
ス
の
清
掃
、
点
検
を
勧
め
る

業
者
が
い
る
よ
う
で
す
。
市
で
は
宅
地
内
の

下
水
管
や
マ
ス
の
清
掃
、
点
検
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
し
、
業
者
の
派
遣
も
し
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

��

　
下
水
道
事
業
は
、
河
川
の
汚
濁
防
止
と
生

活
環
境
の
改
善
な
ど
、
快
適
な
都
市
づ
く
り

を
目
的
に
行
わ
れ
る
事
業
で
、
多
額
の
建
設

費
を
必
要
と
い
た
し
ま
す
。
し
か
し
下
水
道

が
完
成
し
て
も
皆
さ
ま
に
利
用
し
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
下
水
道
本
来
の
目
的
を
達
成
さ

れ
な
い
ば
か
り
か
、
多
額
の
建
設
費
も
無
駄

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。�

　
下
水
道
の
利
用
可
能
と
な
っ
た
地
域
の
方
々

は
、
特
別
の
理
由
が
な
い
限
り
、
法
律
に
よ

り
供
用
開
始
か
ら
3
年
以
内
に
公
共
下
水
道

へ
接
続
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

白
石
市
で
も
水
洗
化
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。�

☆
下
水
道
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
☆�

都
市
整
備
課
　
下
水
道
管
理
係�

0
2
2
―
1
3
2
5

下水道�

工場排水�

汚泥�
消毒設備� 放流�

雨水管�

工場などから出る汚水を下
水管に流す前に、有害物質
を取り除く施設です。�

除害施設�

下水道　管きょ� 終末処理場�

埋設された下水管の維持管
理（清掃や修理）のための
出入口です。�

マンホール�
送られてきた汚水をゆるやか
に流し、沈みやすい浮遊物を
沈殿させて取り除きます。�

最初沈殿池�

きれいになった水が、定め
られた基準に適合している
か、水質試験を行います。�

水質試験�
バクテリアなど（好気性微生
物）を含んだ活性汚泥を加え
て空気を吹き込み、汚水中の
有機物を分解します。�

反応タンク�

沈殿池の底にたまった汚泥
は、ここで濃縮・消化・脱
水します。その後は埋立や
農業用の肥料、土壌改良に
使われます。�

汚泥処理施設�

沈みやすくなった汚れをも
う一度沈殿させ、きれいな
上澄み水にします。沈殿し
た汚れ（活性汚泥）は再び
反応タンクに送られます。
なお、余った汚泥は汚泥処
理施設に送られます。�

最終沈殿池�

汚水をゆるやかに流し、大
きなゴミや土砂を取り除き、
ポンプで最初沈殿池に送り
ます。�

沈砂池・ポンプ場�

家庭の汚水は直接汚水管
に入ります。�

生活排水�

9
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」で
す�

し
ろ
い
し
の
下
水
道
に
つ
い
て�

下
水
道
の
早
期
利
用
に
つ
い
て�

下
水
道
を
ご
利
用
の
方
々
へ�

下下水水道道ののししくくみみ��下水道のしくみ�


